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 迅速なビジュアル・デザインにより

アプリケーション開発を加速します 

 コーディング標準を適用してランタ

イム分析を行う自動化ツールに

よって、コードの品質を高めます 

 Web2.0 開発用のフィーチャー、パ

ターン、コード生成、各種ツールを

提供します 

 柔軟な開発環境である

Eclipse3.4 を拡張し、生産性を最

適化します 

 IBM WebSphere Application 
Server および IBM  
WebSphere Portal Server 製品

用の統合テスト環境を強化します 

 ビジュアル・デザインの採用により

技術習得にかかる時間を短縮しま

す 

 迅速な実装、テスト、配備および

チーム・コラボレーション機能によ

り、効率化されたアジャイル・ソフト

ウェア開発を可能にします 

IBM Rational® Application 
Developer for WebSphere Software 
は開発者が高品質な Java™、Java 
Platform Enterprise Edition (Java 
EE)、 Web、 Web サービス、ポータ

ル、サービス指向アーキテクチャー

（SOA）ソリューション構築を迅速に行

えるように支援します。この統合開発環

境によって、アプリケーションの迅速な

設計、開発、アセンブル、テスト、配置

が可能です。 
ビジュアル･ツールを用いて Java EE
のプログラミング・モデルを抽象化し、

手作業のコーディングを減らせるため、

開発プロジェクトをより容易に、早く遂

行することを可能にし、開発者はその

労力をクリエイティブなソフトウェア・ソ

リューションに集中することができます。

Java EE に対する広範なサポートによ

り、より早く、より良いコードを構築  ハイライト 

Rational Application Developer for 
WebSphere Software は、開発チー

ムがより高い抽象度のレベルで作業す

ることを可能にする、コード・モデリング

とグラフィカル・コンストラクションを特徴

とします。 
 
これらの機能は、チームがアプリケー

ションの開発でもっとも重要な面（例え

ば、振る舞い、設計、実装、チーム生

産性と品質の向上）に集中することを

助けます。 
コード･モデリング･エディターによって

Enterprise JavaBeans（EJB）や

データ・モデルを可視化し、自動的に

内容が同期されるコード･ビューと切り

替えて使用することができます。

Rational Application Developer のコード・モデリング・エディターを使って EJB を参照、編集するこ

とができます 



Rational Application Developer for 
WebSphere Software は、Java EE 
5 プラットフォーム （アノテーション・

ベースのプログラミング・モデルを含

む） をサポートします。また、Java 
Runtime Environment（JRE）1.6 の

コードをサポートし、Java EE 1.2、1.3、

1.4 との互換性を保っています。 
アノテーションのフルサポートは些細な

コード生成および配備成果物をツール

に任せ、アプリケーションのビジネス・ロ

ジックに集中できることを意味します。 
Rational Application Developer に

含まれるビジュアル・ツールは容易に

設計と構築ができるようにデザインされ

ています。例えば、ページ・デザイ

ナー・ツールはウィジェット・パレットから

のドラッグ・アンド・ドロップを可能にし、

マニュアル・コーディングの量を削減し

ます。 

Rational Application Developer for WebSphere Software はアプリケーションの動的解析結果を

可視化することを可能にします 

 
コード品質レビューの自動化 
障害は、発見が早いほど修正が容易

です。Rational Application 
Developer for WebSphere Software
には、コード品質レビューの自動化に

役立つツールが含まれています。自動

コード・レビューでは、200 を超える

Java EE コーディング標準とベスト・プ

ラクティスがアプリケーション・コードに

適用され、違反箇所にはフラグが付け

られて修復が提案されます。その際、ク

イック・フィックスによってワンクリックで

迅速に修復することも可能です。既存

のルール・カテゴリーには Java EE、グ

ローバライゼーション、およびアクセス

のしやすさといったものが含まれます。

対話式のエディターで新しいルールを

インポートすることもできます。 
 
静的コード解析に加えて、ランタイム・

プロファイルを行い、パフォーマンス、

コード・カバレッジやメモリー使用量な

どを特定し、ビジュアルに表示されるた

め、迅速かつ容易に分析を行うことが

できます。 

 
Web サービスとサービス指向アーキ

テクチャーを使用したアプリケーション

統合 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software には、新しい

Web サービス・アプリケーションの発見、

作成、構築、テスト、配置、公開に必要

なツールや、既存のアプリケーションを

Web Services-Interoperability 
(WS-I)準拠の Web サービスとして使

用可能にするためのツールが用意され

ています。 
また、既存の Java クラスを Web サービ

スへ、ボタン・クリック操作により変換す

るための 自動化されたツールとウィ

ザードが用意されています。 

 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software は、Web サー

ビスを記述するために必要な、 
Web Services Definition Language 

(WSDL)ファイルを自動生成します。  
あるいは、WSDL ファイルを設計し、そ

れから Java コードを生成することもで

きます。 
そのうえ、Web サービスをアノテーショ

ン付き Java や WSDL ファイルから開

発することができます。WSDL ファイル

は XML Web サービスのための Java 
API（JAX-WS）2.0 プログラミング・モ

デルを使用している XML スキーマで

あればどんなものでも利用できます。 
 

 
 



 
 

Web 開発を早め、Web2.0 機能を導

入 
使い易いウィザードとドラッグ・アンド・ド

ロップ操作で実質的に Web アプリケー

ション開発の全ての側面をカバーする

ことができます。— HTML, 
JavaServer Pages (JSP)、
JavaServer Faces (JSF)、そして

Servlets — 全てが共通のインター

フェースにまとめられています。 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software は開発初心者

にも上級者にも、その多様な技術的背

景に合わせて、リッチなデータ駆動型

アプリケーションを構築することを可能

にします。先進の HTML/JSP エディ

ターにより、ビジュアル編集モードと

ソース編集モードを駆使して機能の豊

富な Web ページを開発することができ

ます。 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software はクライアント・

サイドとサーバー・サイド Web 開発のた

めの最新の Web2.0 技術もまたサポー

トします。 
Asynchronous JavaScript and 
XML (AJAX) と Dojo ツールキットは、

ドラッグ・アンド・ドロップで利用できる

ウィジェット、コード・アシスト、バリデー

ション、リファクタリング・ウィザード等に

より強固にサポートされます。AJAX プ

ロクシーや様々なタイプのコンテンツ・

フィードは Web2.0 アプリケーションの

サーバー側でサポートされます。 
 
WebSphereプラットフォームのための

自動配備とシステムテスト 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software は、IBM 
WebSphere Application Server 
Versions 6.0、6.1、7.0、および IBM 
WebSphere Portal Server Version 
6.1 のテストサーバーを含み、これらの

プラットフォームに配備するアプリケー

ションのテストやデバッグを強力に支援

します。既存の WebSphere 
Application Server と接続することが

できるので、追加セットアップなしに特

定のアプリケーションサーバー構成で

テストを行うことができます。

（WebSphere Application Server が

リモートであっても接続できます） 
 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software はビジュアル・

ポータル開発ツールと WebSphere

ポータル・テスト環境もまた含みます。

WebSphere ポータル設計機能を使う

ことにより、JSF コンポーネントの作成、

ポータル・アプリケーションの編集をビ

ジュアルに行うことができます。. 
 
学習時間を短縮し、先進技術を適用 
開発者は、絶えず最新の技術やプロセ

スと標準を適用するよう要求されます。

高品質のソフトウェアを、より少ない時

間と、より少ないリソース、短い納入サ

イクルで実現させるように求められま

す。 
Rational Application Developer for 
WebSphere は実質的に、先進技術を

使いながら現在の開発方法に留まるた

めに必要な全てを提供します。 

 
Rational Application Developer for WebSphere Software のビジュアル・コンストラクション

ツールを使用することにより、リッチな Web アプリケーションを構築することができます 

これは、最新技術をすぐに、その技術

に習熟したり、あらゆるコンポーネントを

手作業でコーディングしたりする必要

なしに使い始めることができることを意

味します。 
ツールは使用技術に則したバリデー

ションとクイック・フィクスを提供し、特定

のビューでアノテーションの追加を支

援し、自動的に配備情報を生成するた

めにそれらのアノテーションに従って動

作することができます。 
. 



チーム生産性の向上 
Rational Application Developer for 
WebSphere Software は、フレキシブ

ルかつ一回で必要なセットアップを実

行できる、Eclipse3.4 フレームワーク上

に構築されたインストールプロセスによ

り、必要なインストールオプションを選

択してインストールすることができます。

そればかりか、サード・パーティー製の

Eclipse プラグインにより Microsoft® 
Windows® と Linux® システムにお

いて機能を拡張することができます。

IBM Rational Team Concert （IBM 
Jazz™ チーム・コラボレーション・プ

ラットフォーム上に構築されています） 
との統合により、Rational 
Application Developer for 
WebSphere Software は、今日の地

理的に分散したアジャイル開発チーム

を、広範なソフトウェアライフサイクル管

理により支援するための基盤を提供し

ます。 
この統合は、チームが要求や、開発・

テストのタスクの追跡ばかりでなく、コー

ドを変更管理システムにコミットし、アプ

リケーションのデバッグを行う「ライブ・

セッション」における共同作業を可能に

します。これらのパワフルな機能は、最

新の変更をチーム内で共有することを

容易にし、チーム・コラボレーションを

支援します。 

Rational Application Developer for 
WebSphere Software は IBM 
Rational CleaCase® および IBM 
Rational RequisitePro® とも統合す

ることができ、蓄積された要求と連携す

る広範な変更管理を IDE 内から利用

することを可能にします。 
 
追加情報 
IBM Rational Application 
Developer for WebSphere Software 
ソフトウェアの詳細については、IBM 
担当者または IBM ビジネス・パート

ナーにお問い合わせいただくか、もしく

は下記の Web サイトにアクセスしてく

ださい。 
 
ibm.com/jp/software/rational/produc

ts/design/rad/  

お問い合わせは、IBM ビジネス・パートナー、製

品販売店、弊社営業担当員または、ダイヤル

IBM（0120-04-1992）へ。 受付時間： 月～金

9:00～18:00（祝日 12/30～1/3 を除く） 携帯電話

でおかけのお客様は下記の電話番号でご利用く

ださい。 ダイヤル IBM 03-6220-8002（この場合

通話料金はお客様のご負担となります。） 
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